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農村農村・・農業農業のの
大切さ、ありがたさ。大切さ、ありがたさ。

特集特集　　　　

5 月は市内のあちこちで田植えの様子が見られる5月は市内のあちこちで田植えの様子が見られる
など、農村に活気がみなぎる時期です。など、農村に活気がみなぎる時期です。
　普段から当たり前のように見てきた農村風景、そ　普段から当たり前のように見てきた農村風景、そ
していつもの食卓にかかせないお米や野菜を供給ししていつもの食卓にかかせないお米や野菜を供給し
てくれている農業ですが、改めて着目してみると私てくれている農業ですが、改めて着目してみると私
たちにさまざまな恵みをもたらしてくれていることたちにさまざまな恵みをもたらしてくれていること
に気付かされます。に気付かされます。
　今号では、私たちにとって身近な農村や農業がど　今号では、私たちにとって身近な農村や農業がど
のような恵みをもたらしてくれているのか、そして農のような恵みをもたらしてくれているのか、そして農
村地域の高齢化や農業の担い手不足の中で、農村や村地域の高齢化や農業の担い手不足の中で、農村や
農業の営みを続けていけるよう支援する事業やその農業の営みを続けていけるよう支援する事業やその
事業を活用して取り組んでいる方たちを紹介します。　事業を活用して取り組んでいる方たちを紹介します。　
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■矢板市の農村・農業の状況■矢板市の農村・農業の状況

　本市の農業の基幹作物は『水稲』であり、「コシヒ
カリ」や「とちぎの星」などの品種を中心に生産され
ています。また、県内 1位の生産量を誇る『矢板の
りんご』は長井地区を中心に生産されており、果実を
樹の上で完熟させる “樹上完熟 ”が特徴です。

　本市は、北部に日光国立公園の一部である山林が連
なり、中心部から南部一帯は肥沃な関東平野の一部と
して田園が広がっています。本市の総面積 17,046 ヘ
クタールのうち約 17.5％が農地として利用されており、
全国平均の 11.7％を上回っています。　　

■農業や農家の支援事業■農業や農家の支援事業
　今年度から市では、農業をさらに推進するため、水
稲から露地野菜（ネギ・タマネギ・サツマイモ）への
転換や新規作付け、規模拡大にチャレンジする農業者
に対して、生産資材や農業機械の購入経費の一部を助
成する制度を創設しました。

　昨年度に引き続き「地元産材活用支援事業」として
地元産農畜産物を市立小中学校の学校給食に使用する
など、地域の農畜産業などに関わる事業者の支援や地
元産品の良さを幅広く伝える事業に取り組みます。

　　令和 3年 5月号 5

　農村や農業は、私た農村や農業は、私た
ちが生きていくのに必ちが生きていくのに必
要な米や野菜などの生要な米や野菜などの生
産の場としての役割を産の場としての役割を
果たしていますが、そ果たしていますが、そ
れだけではありません。れだけではありません。
　農村や農業には、国　農村や農業には、国
土や自然環境の保全、良土や自然環境の保全、良
好な景観の形成のほか好な景観の形成のほか
伝統文化の継承などさ伝統文化の継承などさ
まざまな機能があり、『農まざまな機能があり、『農
業・農村の有する多面的業・農村の有する多面的
機能』と呼ばれています。機能』と呼ばれています。
　具体的には、田んぼに　具体的には、田んぼに
水が入ることでの貯水機能の維持や、地域のみんなで水が入ることでの貯水機能の維持や、地域のみんなで
活動することで地域コミュニティの醸成が図られるな活動することで地域コミュニティの醸成が図られるな
ど、私たちに大きな恩恵をもたらしてくれます。ど、私たちに大きな恩恵をもたらしてくれます。
　豊かな自然環境が広がり、農業が主要な産業の一つ
である本市にとって、これらの機能を維持するための
農業の担い手育成・確保は直近の課題です。
　そこで市では、｢農業の有する多面的機能の発揮の
促進に関する法律｣ に基づく、「矢板市日本型直接支
払事業」を通して、農業・農村の多面的機能の発揮の
ための地域活動や営農の継続などの支援に取り組んで
いきたいと考えています。

■農村・農業を取り巻く課題■農村・農業を取り巻く課題
本市の農業就業人口は年々減少し、平成27年には1,500人
を下回っています。また、農業者の減少や高齢化に伴い、栃
木県内だけではなく全国的にも耕作放棄地面積が増加してお
り、本市においても同様の傾向が強まることを危惧しています。

■日本型直接支払事業とは■日本型直接支払事業とは
農業・農村が持つ多面的機能の維持や発揮のために行農業・農村が持つ多面的機能の維持や発揮のために行

う活動に対する支援事業で、「多面的機能支払交付金事う活動に対する支援事業で、「多面的機能支払交付金事
業」、「中山間地域等直接支払事業」、「環境保全型農業直業」、「中山間地域等直接支払事業」、「環境保全型農業直
接支払事業」を併せて「接支払事業」を併せて「日本型直接支払事業」と言います。日本型直接支払事業」と言います。
　個人では難しくても地域の仲間と協力して農業をし　個人では難しくても地域の仲間と協力して農業をし
たり、地域の自然環境を守る活動をしたりする団体などたり、地域の自然環境を守る活動をしたりする団体など
に、この事業を通して補助することで、農業の担い手のに、この事業を通して補助することで、農業の担い手の
負担軽減と所得向上、地域の活性化につなげていきます。負担軽減と所得向上、地域の活性化につなげていきます。
　次のページでは、各事業についての概要と取り組ん　次のページでは、各事業についての概要と取り組ん
でいる方を紹介します。でいる方を紹介します。

「多面的機能を守る。」「多面的機能を守る。」

多面的機能支払多面的機能支払
交付金事業交付金事業

中山間地域等中山間地域等
直接支払事業直接支払事業

環境保全型農業環境保全型農業
直接支払事業　直接支払事業　

日本型直接支払事業日本型直接支払事業

黒田  禎　農林課長黒田  禎　農林課長

第 32回  矢板の四季観光写真コンテスト入選作品「山間の休耕田と田植え」

4,269
ha

資料：矢板市統計書

本市の農業就業人口の推移

（人）

（ha）

栃木県内の耕作放棄地面積の推移

6,800
ha

8,690
ha

8,830
ha

10,296
ha

2,080
人

2,660
人 2,343

人
1,800
人 1,487

人

資料：統計資料編（栃木県）

※H17、22、27は販売農家のみ

H7 H12 H17 H22 H27
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　②資源向上活動（共同）：2,400 円／ 10a
　　農業用施設の診断や補修、農村環境保全活動、
　　遊休農地の活用など

　　中山間地域などの条件不利地域（傾斜地など）と平地とのコスト差（生産費）を支援します。中山間地域などの条件不利地域（傾斜地など）と平地とのコスト差（生産費）を支援します。

■中山間地域等直接支払事業■中山間地域等直接支払事業

　　平成 14 年度から、第一農平成 14 年度から、第一農
場地区の農家を中心とした場地区の農家を中心とした
現在 32 人の構成員で畦畔の現在 32 人の構成員で畦畔の
草刈りや水路の泥上げ活動草刈りや水路の泥上げ活動
に取り組んでいます。に取り組んでいます。
　また、ほたるの生息環境を　また、ほたるの生息環境を
保全していくための活動や周保全していくための活動や周
辺林地の下草刈りなどを協力辺林地の下草刈りなどを協力
して取り組むことで、集落として取り組むことで、集落と
しての一体感が生まれるようしての一体感が生まれるよう
になってきました。になってきました。
　この第一農場には、平成　この第一農場には、平成

30 年に日本遺産として認定された山縣有朋記念館が30 年に日本遺産として認定された山縣有朋記念館が
ありますが、この偉人が開墾した農場跡の自然環境を、ありますが、この偉人が開墾した農場跡の自然環境を、
これからも力を合わせて守っていきたいと思います。これからも力を合わせて守っていきたいと思います。

第一農場集落協定　第一農場集落協定　
代表　佐山  敬一さん代表　佐山  敬一さん

　農用地（田畑など）および水路や農道の維持管理など　農用地（田畑など）および水路や農道の維持管理など
　・急傾斜地の田の場合：21,000 円／ 10a 　・急傾斜地の田の場合：21,000 円／ 10a 
　・緩傾斜地の田の場合：　・緩傾斜地の田の場合：08,000 円／ 10a　など8,000 円／ 10a　など
　▶現在、市内 8協定が活用しています。　▶現在、市内 8協定が活用しています。

　主な活動内容と交付単価　主な活動内容と交付単価

【取り組んでいる方】【取り組んでいる方】

　地域で行う農地維持活動や生産力向上を図る活動を支援します。　地域で行う農地維持活動や生産力向上を図る活動を支援します。

■多面的機能支払交付金事業■多面的機能支払交付金事業

　①農地維持活動：3,000 円／ 10a　①農地維持活動：3,000 円／ 10a
　・　・法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持など法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持など
　②資源向上活動（共同）：2,400 円／ 10a　②資源向上活動（共同）：2,400 円／ 10a
　・水路、農道、ため池の軽微な補修、植栽による景観形　・水路、農道、ため池の軽微な補修、植栽による景観形

成や生態系保全などの農村環境保全活動など成や生態系保全などの農村環境保全活動など
　・老朽化が進む水路、農道などの長寿命化のための補修　・老朽化が進む水路、農道などの長寿命化のための補修

など　など　
　※①と②に取り組む場合：5,400 円／ 10a　※①と②に取り組む場合：5,400 円／ 10a
　▶現在、市内 13 組織が活用しています。　▶現在、市内 13 組織が活用しています。

　主な活動内容と交付単価　主な活動内容と交付単価

　　平成 19 年度から、大槻地平成 19 年度から、大槻地
区の環境保全を目的として花区の環境保全を目的として花
壇の植栽や草刈りなどの美化壇の植栽や草刈りなどの美化
活動や、育成会と連携した生活動や、育成会と連携した生
き物調査を中心に取り組んでき物調査を中心に取り組んで
います。います。
　この事業の活用を通して　この事業の活用を通して
現在約 80 戸の農家などが地現在約 80 戸の農家などが地
域活動に取り組むことで地域活動に取り組むことで地
域の環境保全のほか、さま域の環境保全のほか、さま
ざまな人が参加するきっかざまな人が参加するきっか
けがつくられることで地域けがつくられることで地域

コミュニティの形成や維持が図られています。コミュニティの形成や維持が図られています。
　これからも、ほたるが生息する環境を残していける　これからも、ほたるが生息する環境を残していける
よう力を合わせて取り組んでいきたいと思います。よう力を合わせて取り組んでいきたいと思います。

大槻ほたるの郷環境保全会大槻ほたるの郷環境保全会　　
会長　齊藤  好友さん会長　齊藤  好友さん

【取り組んでいる方】【取り組んでいる方】
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カバークロップ

■栃木県内における「日本型直接支払事業」の取り組み状況■栃木県内における「日本型直接支払事業」の取り組み状況
　左図は、日本型直接支払事業における　左図は、日本型直接支払事業における
各事業の栃木県内における取り組み状況各事業の栃木県内における取り組み状況
をまとめたものです。をまとめたものです。
　それぞれの事業において、多くの組織・　それぞれの事業において、多くの組織・
団体・協定集落が取り組んでおりますが、団体・協定集落が取り組んでおりますが、
県内全体の取り組みとして見た場合、県内全体の取り組みとして見た場合、本本
市全体の農地面積な市全体の農地面積などを考慮するとまだどを考慮するとまだ
拡充できる状況にあります。拡充できる状況にあります。
特に、地域のコミュニティを醸成し、農地・特に、地域のコミュニティを醸成し、農地・

水路・農道などの地域資源を守る「多面的水路・農道などの地域資源を守る「多面的
機能支払交付金事業」については、本市の機能支払交付金事業」については、本市の
実情に最も活用しやすい事業であることから、実情に最も活用しやすい事業であることから、
積極的に支援していきたいと考えています。積極的に支援していきたいと考えています。
　主に農業に携わる方がこの事業の対象　主に農業に携わる方がこの事業の対象
となりますが、担当課としても積極的にとなりますが、担当課としても積極的に
支援いたしますので、不明な点などあり支援いたしますので、不明な点などあり
ましたら、おましたら、お
気軽にご相談気軽にご相談
ください。ください。

県内他市町 424 組織
37,775ha【92.8％】

矢板市 13組織
2,960ha【7.2％】

多面的機能支払交付金事業多面的機能支払交付金事業

県内他市町 208 協定
2,027ha【92.6％】

矢板市 9協定
162ha【7.4％】

中山間地域等直接支払事業中山間地域等直接支払事業

県内他市町 150 団体
3,214ha【92.3％】

矢板市 8団体
270ha【7.7％】

環境保全型農業直接支払事業環境保全型農業直接支払事業

　地球温暖化防止や生物多様性保全などに効果の高い農業生産活動の実施に伴う追加的コストを支援します。　地球温暖化防止や生物多様性保全などに効果の高い農業生産活動の実施に伴う追加的コストを支援します。

■■環境保全型農業直接支払事業環境保全型農業直接支払事業

主な活動内容と交付単価主な活動内容と交付単価

　①　①有機農業（化学肥料、化学合成農薬の不使用）有機農業（化学肥料、化学合成農薬の不使用）
　　：12,000 円／ 10a　　：12,000 円／ 10a
　②堆肥の施用（主作物の栽培期間の前後いずれかに堆　②堆肥の施用（主作物の栽培期間の前後いずれかに堆
　　肥を施用）：　　肥を施用）：04,400 円／ 10a4,400 円／ 10a
　③カバークロップ（主作物の栽培期間の前後いずれか　③カバークロップ（主作物の栽培期間の前後いずれか
　　に緑肥を作付け）：　　に緑肥を作付け）：06,000 円／ 10a6,000 円／ 10a
※※①～③に加えて、化学肥料・化学合成農薬の5割以上の低①～③に加えて、化学肥料・化学合成農薬の5割以上の低
減と、国際水準GAPに取り組むことが要件となっています。減と、国際水準GAPに取り組むことが要件となっています。

　▶現在、10 団体が活用しています。　▶現在、10 団体が活用しています。

【取り組んでいる方】【取り組んでいる方】
平成 28 年度から、安沢地平成 28 年度から、安沢地

区を中心に現在 6 戸の農家区を中心に現在 6 戸の農家
で活動しています。で活動しています。
　米の栽培時に使用する化　米の栽培時に使用する化
学肥料や化学合成農薬を通学肥料や化学合成農薬を通
常使用する量から 5 割以上常使用する量から 5 割以上
低減する取り組みに加えて、低減する取り組みに加えて、
米の収穫が終わった田んぼ米の収穫が終わった田んぼ
でカバークロップ用の麦をでカバークロップ用の麦を
栽培することで、環境にや栽培することで、環境にや
さしく安心安全な米づくりさしく安心安全な米づくり
に取り組んでいます。に取り組んでいます。

　農家同士が協力して活動することで、情報交換を行　農家同士が協力して活動することで、情報交換を行
う機会が増えたこともあり、この活動のすばらしさをう機会が増えたこともあり、この活動のすばらしさを
実感しています。実感しています。

ワイワイファーム　ワイワイファーム　
代表　渡邉  幸一郎さん代表　渡邉  幸一郎さん

栽培中のカバークロップの様子

問い合わせ／問い合わせ／
　農林課　☎（４３）６２１０　農林課　☎（４３）６２１０

※各事業とも令和※各事業とも令和
　元年度時点の状況　元年度時点の状況
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